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国
際
関
係
論とい
う
新しい
学
問
領
域に
身を
投じ、
大
学の
教
壇で
国
際
関
係
論を
担
当し
て
以
来、
いつ
の
間に
か
四
半
世
紀に
近い
年
月
を
経て
し
まっ

た．
その
よ
う
な
私に
とっ
て、
国
際
関
係
論に
関
する
概
論
的
な
著
由
を
単
著と
し
て
刊
行
するこ
と
は、
長
年の
念
顕で
あっ
た
が、
よ
う
や
く
脱
稿し
て
近

く
『
国
際
関
係
論
｜
同
時
代
史へ
の
羅
針
盤
｜』
と
題し、
中
公
新
書の一
冊に
加え
ら
れるこ
とに
なっ
た。

もと
よ
り、
国
際
関
係
論につ
い
て
の
す
ぐ
れた
著
作やテ
キス
ト
は、
わ
が
国で
も、
近
年の
国
際
関
係
論の
急
速な
学
問
的
発展の
なか
で、
すで
に
数
多

く
存
在し
てい
る．
し
か
し、
私で
も
理
解し
が
たい
よ
う
な
難しい
内
容の
もの
も
あっ
た
り、
ま
た、
あま
りに
も
専
門
的で
あり
す
ぎる
場
合
も
多々
見
受

け
ら
れ、
学
部
学
生
や
大
学
院
生の
み
な
ら
ず、
広
く一
般の
方々
に
も
読ん
でい
た
だ
ける
よ
う
な
入
門
的
もし
くは
啓
豪
的
な
概説
書は
意外に
少ない
よ
う

に
も
思わ
れる．
大
学に
おい
て
も、
すで
に
わ
が
子た
ち
よ
り
も
年
少の
諸
君が
国
際
関
係
論を
受
講し
てい
るこ
と
を
思うと、
で
きる
だ
けわ
か
り
や
す
く、

し
か
もこ
の一
冊で
ほ
ぼ
国
際
関
係
論の
諸
分
野を
と
り
あえ
ずは
カ
ヴァ
ー
で
きる
よ
う
な
著
作が
必
要だ
とい
う
気
持ち
をお
さ
えが
た
く、
本
書の
執
筆に

到っ
た
次
第で
ある．

し
か
し、
い
ざ
執
筆に
取りか
かっ
て
み
る
と、
国
際
関
係
論とい
う
学
聞の
間口
の
広さ
も
あっ
て、
こ
の
よ
う
な
本を
書
き
あ
げるこ
とは、
きわ
め
て
困

難な
作
業で
あっ
た．
大
学の
教
壇に
立つ
こ
とに
なっ
て
以
来、
国
際
関
係
論に
関
する
内
外の
参
考
文
献
も
数
多
く
集め
てい
たの
に、
そ
れ
ら
を
集
中
的に

読む
時
間も
なか
なか
取
れ
ずに
い
た
け
れ
ど、
今
回は、
その
よ
う
な
作
業
も
経
な
け
れば
な
ら
なかっ
たの
は
当
然で
ある。
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一
九六
0
年
代
末の
大
学
紛
争で、
私の
研
究
室がこ
れ
以上
は
想
像
もで
き
ない
ほ
ど
荒さ
れ、
火をつ
け
ら
れた
り、
水や
油
をか
け
ら
れて、
ペ
ー
ジ
が

繰
れ
ない
国
際
関
係
論の
テ
キス
ト
が
伺
冊か
あっ
た
が、
今
回は、
そ
うし
た
書
物
も、
一
ペ
ー
ジ
ご
とに
注
意し
て
は
が
し、
読み
す
すん
でいっ
た．
まこ

とに
痛
切
な
想い
で
あっ
た。

本
書は、
その
よ
う
な
私に
とっ
て
も
記
念
すべ
き
もの
で
ある
が、
三
十
年
前
後に
わ
たっ
て
国
際
関
係
論と
は
何か
とい
う
問
題と
苦
闘し
て
きた
私
自
身

の
体
験
も、
すべ
て、
本
容に
投
げこ
ん
だつ
もり
で
ある。

想え
ば
私が
学
生の
頃に
は、
大
学で
国
際
関
係
論は
非
常
勤
講
師
が
担
当
する一
科
目
と
し
て
存
在し
たの
み
で
あり、
テ
キス
ト
も
方
法
論
も
な
く、
た
だ

国
際
問
題の
事
情
講
義の
よ
う
な
もの
で
あっ
た
よ
う
な
気が
する。
大
学
院で
は、
すで
に
国
際
関
係
論の
研
究
分
野が
確
立
途上に
あり、
実に
多
くの
教え

を
受
けたの
で
ある
が、
程
な
く
私
自
身が
教
坦に
立つ
よ
うに
なっ
て
み
る
と、
そこ
に
様々
な
壁が
立
ち
は
だ
かっ
てい
たこ
と
も
事
実で
ある．

そ
うし
た
なか
で
私の
勤
務
校で
は、
大
学
紛
争の
の
ちの
カ
リ
キュ
ラム
改
革に
よっ
て一
九六
九
年
度か
ら、
初め
て
国
際
関
係
論が
専
任
教
官に
よ
る
基

礎
教
育
科
目お
よ
び
専
修
科
目
と
し
て
開
講さ
れ、
七五
年
度に
は
正
式に
国
際
関
係
論の
講座
化が
実
現し
た
が、
当
時は
ま
だ
国
立
大
学で
は、
私の
勤
務
先

も
含め
て
四
大
学に
し
か
国
際
関
係
論の
講座が
存
在し
てい
なかっ
た。
一
九
七
七
年
度か
らは
国
際
関
係
論
講座は
実
験
講座
と
な
り、
こ
の
年か
らは
地
域

研
究
研
究
科
修士
課
程
発足
と
と
もに
大
学
院で
も
国
際
関
係
論が
教
授さ
れる
よ
うに
なっ
た。
今一
九
九二
年
度に
は、
本
誌で
もし
ば
し
ば
言
及し
た
念
願

の
大
学
院
博士
課
程
（
地
域
文
化
研
究
科〉
が
発足し
て、
そこ
で
も
授
業が
おこ
な
わ
れてい
る．
こ
の
よ
う
なプロ
セ
ス
を
あえて
記し
たの
は、
今日の
国

際
関
係
論の
隆盛に
もか
か
わ
ら
ず、
ま
だ
わ
が
国の
大
学・
研
究
臨
関で
は
決し
て
十
分な
研
究・
教
育
体
制が
整っ
てい
ない
こ
と
を
改め
て
理
解し
てい
た

だ
くた
め
で
ある．

私は、
多忙
な
日
常の
なか
で、
本
書を
長
年の
準
備の
の
ち、
去る
六
月
初
旬か
ら八
月
初
旬ま
で
集
中し
て一
気に
書
き
下ろ
し
たの
だ
が、
その
ニ
カ
月

聞は
ま
さ
に
煉
獄の
日
夜で
あっ
た。
今
掘
り
返っ
て
み
る
と、
こ
れ
で
私の
教
員生
活に
もよ
う
や
く一
区
切
りがつ
い
た
よ
う
な
気が
する。
もっ
と
早
く、

こ
の
よ
う
な
由
を
仕上
げて
系
統
的
な
講
載をおこ
な
うべ
きで
あっ
たの
に、
そ
れが
果た
せ
なかっ
たこ
とに
は
恒
促た
る
もの
が
ある
け
れ
ど、
脱
冷
戦と

脱
社
会主
義とい
う
今日の
世
界の
歴
史
的
な
大
変
動を
見る
につ
け、
か
えっ
て
タ
イミ
ン
グ
は
よ
かっ
たの
で
は
ない
か
と
も
思っ
てい
る。

右に
記し
た
よ
う
な
経
緯
も
ある
の
で、
私は
本
曹を
私の
講
義に
列し
て
く
れた
学
生・
院
生
諸
君、
と
くに
私のゼ
ミ
の
会の
諸
君に
捧げたい
と
思っ
て

い
る。
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（一
九
九二
年
十一
月五
日〉


